
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

令和６年度 

● 緊急時の人命救助の取組として、「自助」「共助」「公助」の観点か
ら、中学生という発達段階を念頭におき、共助の担い手となる生徒た
ちに対し、AED を用いて、行田市消防本部署員様や行田市内の資格
を有する先生方のご指導の下、実践的、保健体験学習を実施した。 

 

● 毎年度、本校においては「本救命救急講習」に第２学年の生徒全員

が取り組んでおり、計画的な取組により、卒業生のみならず、本校

在籍生徒全員が体験する「伝統的な取組」となっている。 

● 専門の知識や技能をもった指導者が生徒たちの指導にあたり、生徒

たちにとって体験をとおして深い学びができる実践的な講習会とな

っている。 

● 体験だけではなく、実習以前に『ASUKAモデル』を視聴すること

により、生命の尊さを深く理解できる意義ある取組となった。 

 

 

● 体験学習の前に視聴した『ASUKA モデル』に関するビデオを観て、
人の命の大切さを改めて実感した。 

● 消防署員のみなさんや指導の先生方から専門的内容について丁寧に
ご指導いただき、緊急時の対応について実践的に学ぶことができた。 
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